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現在行われている
悪性腫瘍に対する治療

• 手術

• 化学療法

• 放射線療法

• 内用療法 - 限定的

• 免疫療法、….



現在本邦で行われている
悪性腫瘍に対する内用療法

• β線による治療

• 甲状腺癌 ： I-131

• 様々な癌の骨転移に対する除痛： Sr-89

• 悪性リンパ腫： Y-90＋抗体

• 神経内分泌腫瘍： I-131 MIBG（ノルアドレナリン類似体）



甲状腺癌に対するI-131治療

• 甲状腺分化癌（乳頭癌、ろ胞癌）の

甲状腺全摘術後の再発予防（アブレーション）

残存・遠隔転移に対する治療

• 甲状腺癌の罹患率・死亡率（1.6%・0.4%）は、近年と

もに増加傾向。

• アブレーション（30mCiまで）は外来治療が可能。

緊急被ばく医療に対応できるアイソトープ内用療法拠点の整備 2014年



甲状腺癌に対するI-131入院治療

• 厳しい法規制（放射線障害防止法と医療法）と

厳しい診療報酬のため、病院経営の観点から避けら

れる傾向がある。

• ベッド数は全国で135床（人口94万人あたり1床）

10年間で28％減少。3-6ヶ月の入院待ち。

緊急被ばく医療に対応できるアイソトープ内用療法拠点の整備 2014年



悪性リンパ腫に対するY-90ゼバリン治療

• CD20陽性のB細胞性悪性リンパ腫が対象。

• Y-90はβ線のみしか放出しないため、外来治療が可

能。

• 有用性は高いが、高価。

非放射性薬剤の開発も非常に進んでいる。



海外における内用療法

• β線放出核種を用いた治療が中心

• 肝腫瘍： Y-90治療

• 神経内分泌腫瘍： Lu-177（Y-90）標識ソマトスタチン

アナログ治療

• その他多数



悪性腫瘍に対するα線内用療法

• 高いエネルギーと短い飛程が特徴

• 短い飛程のために、治療対象病変に近づける工夫

が必要。

• 外来治療が可能



前立腺癌に対するRa-223治療

• 骨転移を有する治療抵抗性前立腺癌が対象

• 投与したRa-223が骨に集積し、腫瘍縮小および除痛

効果を示す。

• 海外では既に実績あり。

2013年に41 million Euro、2014年前半に79 million 

Euroの売り上げを記録（バイエル社より）。

• 本邦では治験第２相
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α線内用療法の普及に向けての課題

• RIの安定かつ低価格での供給

• 安全性の適切な評価

• 抗体あるいはその他のターゲット手法の早期実用化

• 専門的知識を有する医療チームの構築


